
��

人
口
と
世
帯�

人口�

世帯�

男�
女�

３９０,０３４人�

１５６,２９６世帯�

１９３,７５６人�
１９６,２７８人�

（前月より１,９４５人増）

（前月より１,３８３人増）
（１４年５月１日現在）� 第１３２８号

１／�６�年�２００２�
（平成１４年）�

信
号
で
す
。
発
見
し
た
場
合
は
、
早
急

に
お
近
く
の
都
指
定
給
水
装
置
工
事
事

業
者
で
修
理
を
し
て
下
さ
い
。

漏
水
を
発
見
し
た
ら

〈
公
道
・
私
道
・
宅
内
メ
ー
タ
ま
で
〉

平
日
＝
給
水
課
��
７
２
１
・
３
２
５
７

休
日
・
夜
間
＝
多
摩
水
道
管
理
室
��
０

４
２
・
５
２
１
・
３
３
３
１

〈
宅
内
・
メ
ー
タ
先
〉

都
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

〈
都
営
住
宅
〉

平
日
＝
��
７
２
９
・
５
８
５
１

休
日
・
夜
間
＝
��　

・
３
４
０
９
・
２

０３

２
８
０

〈
東
京
都
住
宅
供
給
公
社
〉

平
日
＝
��
７
２
９
・
５
８
５
１

休
日
・
夜
間
＝
��　

・
３
４
９
９
・
１

０３

４
０
８

〈
都
市
基
盤
整
備
公
団
（
賃
貸
）
〉

平
日
＝
各
管
理
事
務
所

休
日
・
夜
間
＝
��
０
４
２
・
３
７
６
・

０
０
５
１

〈
都
市
基
盤
整
備
公
団
（
分
譲
）
〉

各
管
理
組
合
の
連
絡
方
法
で

〈
ア
パ
ー
ト
・
マ
ン
シ
ョ
ン
等
〉

各
管
理
人
へ

◎
引
っ
越
し
て
き
た
時
＝
水
が
出
る
場

合
で
も
、
す
ぐ
に
開
始
届
け
を
出
し
て

下
さ
い
。
お
届
け
い
た
だ
か
な
い
と
使

用
開
始
月
日
、
使
用
者
名
の
確
認
が
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
後
日
料
金
の
ト
ラ
ブ

ル
の
も
と
に
な
り
ま
す
。

◎
引
っ
越
し
て
い
く
時
＝
お
そ
く
と
も

７
日
前
ま
で
に
水
道
部
に
ご
連
絡
下
さ

い
。
水
道
は
引
っ
越
し
当
日
ま
で
ご
使

用
に
な
れ
ま
す
。

◎
料
金
請
求
書
な
ど
の
郵
送
先
を
変
更

す
る
時

◎
家
の
取
り
壊
し
で
水
道
を
廃
止
す
る

時◎
水
道
の
所
有
者
・
使
用
者
が
変
わ
る

時□問
 

水
道
部
業
務
課
��
７
２
１
・
３
２
１

１
、
３
２
１
４
、
３
２
１
９

◎
水
質
に
異
常
が
あ
る
と
思
わ
れ
た
時

□問
 

水
道
部
施
設
課
��
７
２
１
・
３
２
６

９
　

水
道
管
や
器
具
に
欠
陥
が
あ
っ
た

り
、
工
事
方
法
が
適
正
で
な
い
と
、
漏

水
し
た
り
飲
用
に
適
さ
な
い
水
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
を
防

止
す
る
た
め
、東
京
都
の
条
例
に
よ
り
、

家
庭
に
水
を
引
き
込
む
工
事
な
ど
は
す

べ
て「
都
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
」

が
施
工
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

水
道
を
新
設
す
る
場
合
は
も
ち
ろ
ん
、

増
・
改
築
な
ど
で
建
築
業
者
が
仲
立
ち

す
る
場
合
で
も
、
指
定
給
水
装
置
工
事

事
業
者
で
あ
る
か
ど
う
か
を
確
か
め
て

下
さ
い
。
無
資
格
業
者
が
施
工
し
た
場

合
は
、
後
日
や
り
直
し
と
な
り
、
工
事

費
用
が
二
重
に
か
か
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

□問
 

水
道
部
給
水
課
��
７
２
１
・
３
２
４

６
　

中
高
層
の
ビ
ル
や
住
居
で
は
、
浄
水

場
か
ら
送
り
出
さ
れ
た
水
圧
で
は
給
水

で
き
な
い
た
め
、
い
っ
た
ん
水
を
受
水

タ
ン
ク
に
た
め
、
こ
こ
か
ら
ポ
ン
プ
等

で
各
階
へ
送
る
方
式
を
と
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
受
水
タ
ン
ク
の
維
持
管
理
は

建
物
の
所
有
者
の
責
任
で
行
う
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
保
守
点
検
は
定
期
的

に
行
い
、
少
な
く
と
も
年
一
回
は
タ
ン

ク
の
掃
除
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

受
水
タ
ン
ク
の
水
質
に
異
常
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
と
き
は
町
田
保
健
所
（
��

７
２
２
・
０
６
２
１
）
へ
。

　

町
田
市
指
定
の
金
融
機
関
、
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
お
支
払
い
い
た
だ

け
ま
す
。
お
支
払
い
は
口
座
振
替
が
便

利
で
す
。

□問
 

水
道
部
業
務
課
��
７
２
１
・
３
２
１

４

　

水
道
は
、
ご
使
用
に
な
る
方
そ
れ
ぞ

れ
の
責
任
で
維
持
管
理
を
し
て
い
た
だ

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
こ
の
く
ら
い
な
ら
」
と
見
逃
し
て
し

ま
う
漏
水
。
で
も
、そ
れ
は
大
間
違
い
。

知
ら
な
い
う
ち
に
び
っ
く
り
す
る
ほ
ど

の
料
金
に
な
り
ま
す
。

漏
水
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う

　

こ
ん
な
時
は
、
漏
水
し
て
い
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

☆
蛇
口
や
ト
イ
レ
な
ど
で
、
使
わ
な
い

の
に
水
が
流
れ
る
。

☆
水
道
管
の
上
の
地
面
が
ぬ
れ
る
。

☆
受
水
タ
ン
ク
の
モ
ー
タ
ー
が
水
道
を

使
用
し
て
い
な
い
深
夜
で
も
動
い
て
い

る
。

漏
水
の
発
見
は
簡
単

　

漏
水
は
メ
ー
タ
で
発
見
で
き
ま
す
。

ま
ず
、
家
中
の
蛇
口
を
全
部
締
め
て
、

水
道
メ
ー
タ
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
（
銀
色
の

円
盤
）
の
動
き
を
確
か
め
、
パ
イ
ロ
ッ

ト
が
少
し
で
も
動
い
て
い
れ
ば
漏
水
の

　

６
月
１
日
か
ら
１
週
間
は
、
第　

回
４４

水
道
週
間
で
す
。
飲
み
水
な
ど
生
活
に

利
用
で
き
る
水
は
無
限
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
水
を
多
く
使
う
夏
に
向
け
、
限
り

あ
る
大
切
な
水
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

漏
水
を
防
ぐ
た
め
に

こ

ん

な

時

は

水
道
部
に
連
絡
を

水
道
工
事
・
修
理
は

指
定
給
水
装
置
工
事

事

業

者

で

受
水
タ
ン
ク
の
掃
除
を

水

道

料

金

　

水
道
週
間
の
催
し
と
し
て
、
水
道

に
関
す
る
疑
問
、
質
問
に
お
答
え
す

る「
水
道
な
ん
で
も
相
談
」と
パ
ネ
ル

展
示
等
を
実
施
し
ま
す
。
お
気
軽
に

お
出
か
け
下
さ
い
。

○
日
時　

６
月
３
日
（
月
）
午
前　
１０

時
〜
午
後
３
時　

○
会
場　

町
田
タ
ー
ミ
ナ
ル
プ
ラ
ザ

市
民
広
場

□問
 

水
道
部
庶
務
課
��
７
２
１
・
３
３

２
７

　

東
京
都
水
道
局
で
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
６
月
か
ら　
１２

月
ま
で
「
水
道
フ
レ
ッ
シ
ュ
診
断
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
「
フ
レ
ッ
シ
ュ
診
断
」
は
、
都
営
水
道
を
使
用
し

て
い
る
全
家
庭
を
対
象
に
、
水
道
部
ま
た
は
委
託
会
社
の

職
員
が
お
客
様
宅
を
訪
問
し
、
漏
水
や
水
質
調
査
等
を
無

料
で
行
い
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

訪
問
日
時
等
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
個
別
通
知
い
た
し

ま
す
。

　

な
お
、
「
水
道
フ
レ
ッ
シ
ュ
診
断
」
を
装
っ
た
浄
水
器

等
の
悪
質
な
訪
問
販
売
に
は
、
十
分
ご
注
意
下
さ
い
。

□問
 

町
田
市
水
道
部
��
７
２
２
・
３
１
１
１
（
代
）

　

鎌
倉
に
は
「
鎌
倉
五
山
」
と
い
う

の
が
あ
る
。
五
山
と
は
い
う
け
れ
ど

山
で
は
な
い
。
鎌
倉
に
あ
る
主
な
禅

宗
寺
院
、
建
長
寺
、
円
覚
寺
、
寿
福

寺
…
な
ど
五
つ
の
禅
寺
を
い
う
。　

　

私
は
以
前
か
ら
「
町
田
五
山
」
と

い
う
の
は
ど
う
か
と
考
え
て
い
た
。

も
っ
と
も
こ
の
場
合
、寺
で
は
な
く
、

山
で
行
き
た
い
と
思
う
。
深
田
久
弥

の
「
日
本
百
名
山
」
は
近
来
の
ブ
ー

ム
で
は
あ
る
が
、
わ
が
町
田
に
は
そ

れ
ほ
ど
の
山
は
な
い
。
多
摩
丘
陵
の

町
な
の
で
、
い
ず
れ
も
ド
ン
グ
リ
の

背
く
ら
べ
の
よ
う
な
丘
ば
か
り
で
あ

る
。
し
か
し
、
鎌
倉
の
裏
山
も
「
鎌

倉
ア
ル
プ
ス
」
な
ど
と
称
し
て
い
る

の
だ
か
ら
、
百
は
無
理
だ
が
五
つ
ぐ

ら
い
な
ら
選
び
出
せ
な
い
か
と
思
う

の
で
あ
る
。
こ
の
際
は
「
山
高
き
が

ゆ
え
に
尊
か
ら
ず
」
で
あ
る
。　
　

　

ま
ず
東
の
方
か
ら
挙
げ
て
い
こ

う
。
第
一
は
三
輪
の
沢
山
で
あ
る
。

標
高
こ
そ
七
四
・
一
メ
ー
ト
ル
で
あ

る
が
、
頂
上
に
は
神
仏
混
淆
の
七
面

山
が
あ
り
、
こ
の
一
帯
は
中
世
の
山

城
「
沢
山
城
趾
」
で
あ
る
。
近
く
に

は
北
原
白
秋
が
禅
寺
丸
柿
を
唄
っ
た

高
蔵
寺
や
白
坂
横
穴
古
墳
群
が
あ

り
、
ま
た
最
近
完
成
し
た
沢
谷
戸
自

町田市長
寺田　和雄

貴重な水です大切に

��������	
�	
～変わる世に 変わらぬ信頼 水道水～

水道なんでも相談

水道フレッシュ診断
実施します

そ
の
１

そ
の
名
は
七
国
峠
（
二
〇
〇
メ
ー
ト

ル
）
で
あ
る
。
相
原
の
人
た
ち
は
こ

の
辺
り
を
誇
り
に
し
て
お
り
、
自
ら

の
労
力
で
山
道
な
ど
の
整
備
を
し
て

い
る
。
近
く
に
は
道
了
堂
な
ど
も
あ

り
、
八
王
子
か
ら
相
原
を
抜
け
て
神

奈
川
方
面
へ
向
か
う
重
要
な
ル
ー
ト

に
あ
り
、
昔
か
ら
数
々
の
物
語
が
あ

る
。

　

そ
し
て
第
五
で
あ
る
。
境
川
の
最

上
流
に
あ
っ
て
大
地
沢
青
少
年
セ
ン

タ
ー
も
あ
る
草
戸
山
（
三
六
三
・
一

メ
ー
ト
ル
）
で
、
こ
の
山
は
わ
が
町

田
市
の
最
高
峰
で
あ
る
。
市
域
の
最

西
端
に
位
置
し
、眼
下
に
は
城
山
湖
、

高
尾
山
も
指
呼
の
距
離
に
あ
り
、
遠

く
相
模
湾
ま
で
望
む
こ
と
が
出
来

る
。
惜
し
む
ら
く
は
、
市
中
心
部
か

ら
距
離
が
あ
っ
て
市
域
の
展
望
は
一

部
に
限
ら
れ
る
が
、
広
大
な
大
戸
緑

地
の
中
に
あ
っ
て
、
ハ
イ
キ
ン
グ
に

好
適
で
あ
る
。

　

緑
の
美
し
い
初
夏
、
市
内
の
散
策

も
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。な
お
、「
町

田
五
山
」
に
つ
い
て
ご
感
想
や
ご
意

見
が
あ
れ
ば
是
非
聞
か
せ
て
い
た
だ

き
た
い
。

　
　
　
　
　

◇

　

今
回
か
ら
２
か
月
に
一
度
ず
つ
、

寺
田
市
長
が
執
筆
す
る「
市
長
随
筆
」

を
掲
載
し
ま
す
。
町
田
市
の
市
政
、

地
理
、
歴
史
、
文
化
な
ど
に
つ
い
て

の
市
長
の
感
想
、
体
験
、
意
見
な
ど

を
随
筆
風
に
綴
っ
て
い
く
も
の
で
、

市
民
の
み
な
さ
ん
が
気
軽
に
読
む
こ

と
が
で
き
る
内
容
に
な
り
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
、
ご
愛
読
下
さ
い
。

然
公
園
か
ら
仰
ぐ
緑
の
斜
面
は
立
派

で
あ
る
。

　

第
二
は
、
も
う
す
っ
か
り
お
馴
染

み
の
七
国
山
（
一
二
九
・
一
メ
ー
ト

ル
）
で
あ
る
。
頂
上
か
ら
は
七
つ
の

国
が
見
渡
せ
る
の
で
こ
の
名
前
が
つ

い
た
と
い
わ
れ
る
そ
う
だ
。
土
地
の

人
に
い
わ
せ
る
と
、
昔
は
空
気
が
澄

ん
で
い
た
の
で
、
神
奈
川
の
港
に
入

る
船
も
見
え
た
と
い
う
。
都
の
指
定

す
る「
七
国
山
自
然
環
境
保
全
地
域
」

に
囲
ま
れ
、
近
く
に
は
鎌
倉
古
道
や

鎌
倉
井
戸
が
あ
り
、
薬
師
池
公
園
や

ぼ
た
ん
園
へ
の
散
策
も
楽
し
い
。　

　

第
三
は
最
近
と
み
に
来
訪
者
が
多

く
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
小

野
路
城
山
（
一
四
四
・
二

メ
ー
ト
ル
）で
あ
る
。我
が

町
田
市
の
誇
る
広
大
な
自

然
緑
地
北
部
丘
陵
地
帯
の

ほ
ぼ
真
ん
中
に
位
置
し

て
、
頂
上
か
ら
幾
筋
か
の

尾
根
を
派
生
し
、
万
松
寺

谷
の
源
流
地
帯
と
も
な
っ
て
い
る
。

頂
上
の
近
く
に
は
、
小
野
小
町
が
目

を
洗
っ
て
眼
病
を
な
お
し
た
と
い
う

「
小
町
井
戸
」（
今
も
わ
ず
か
だ
が
湧

水
が
あ
る
）が
あ
り
、周
囲
は
図
師
・

小
野
路
歴
史
環
境
保
全
地
域
の
見
事

な
緑
地
帯
と
な
っ
て
い
る
。
近
く
に

は
昔
の
ま
ま
の
た
た
ず
ま
い
を
残
し

た
小
野
路
宿
や
小
野
路
資
料
館
が
あ

り
、
広
大
な
野
津
田
公
園
も
程
近
く

に
あ
る
。
結
道
川
を
へ
だ
て
た
日
大

三
高
あ
た
り
か
ら
望
む
城
山
の
姿
は

四
季
そ
れ
ぞ
れ
に
魅
力
的
で
あ
る
。

　

第
四
は
、
山
で
な
く
峠
で
あ
る
。

町 田 五 山


